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新年の御挨拶
宮崎県中小企業団体中央会　　会　長　堀之内  芳久

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様方には、令和７年の輝かしい新春を健や

かにお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、平素から中央会の業務運営に対し格別

の御理解と御支援を賜り、役職員一同を代表し

て心より感謝申し上げます。

　さて、昨年の我が国経済を振り返りますと、コ

ロナ禍後の緩やかな持ち直しが継続した一方

で、エネルギー・原材料価格の高騰、それに伴う

価格転嫁の問題、深刻化する人手不足・人材確

保の問題、さらには、最低賃金を含む賃上げへ

の対応、多発化・激甚化する自然災害への対応

など、中小企業・小規模事業者にとっては依然とし

て極めて厳しい情勢が続いた1年となりました。

　こうした状況の中、中小企業・小規模事業者

が更に成長し発展していくためには、個々の自助

努力に加えて、相互扶助の精神に基づく連携の

力により、相互の経営資源をこれまで以上に補

完・補強していくことが不可欠であり、本会の果

たす役割はますます重要性を増しております。

　本会は、中小企業連携組織の専門支援機関と

しての役割を担っており、引き続き連携による組

織づくりや既存組合の活性化など、組合支援の

充実強化に努めてまいります。併せて、国や県の

施策と中小企業・小規模事業者との橋渡しの役

割を果たすとともに、本会が有する支援のノウハ

ウをフルに活用して、会員組合並びに組合員企

業の支援に全力で取り組み、県内中小企業の更

なる発展に力を注いでまいる所存です。

　また、全国中小企業団体中央会とも緊密に連

携し、会員組合並びに組合員企業の声を発信し

ていくとともに、昨年６月からスタートした中小

企業の売り上げ拡大や生産性向上を支援する、

「中小企業省力化投資補助金」の業務を本格化

させてまいります。さらに、地域事務局としての

「ものづくり補助金」による企業支援や、ＤＸ化を

含めたデジタル活用、ＢＣＰの策定、事業承継等

に対する支援についても引き続き取り組んでまい

ります。

　今年、当会は創立70周年を迎えます。今後と

も、組合等が抱える困難な課題に対し、これまで

以上に会員の皆様に寄り添い、伴走型支援を心

がけ、皆様から求められる中央会を目指してまい

りたいと考えております。

　結びに、本年が皆様にとって飛躍の年となり

ますことを祈念いたしますとともに、引き続き本

会に対する一層の御支援と御協力をお願い申し

上げ、年頭の御挨拶といたします。
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新年を迎えて
宮崎県知事　河野  俊嗣

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　宮崎県中小企業団体中央会の皆様におかれま
しては、日頃から組合活動を通して本県商工業の
振興に御尽力をいただいておりますとともに、県政
の推進につきまして温かい御支援、御協力を賜り、
厚くお礼を申し上げます。

　昨年は、元日の能登半島地震をはじめ、全国で
災害が相次ぐ年となりました。本県でも、８月の日
向灘を震源とする最大震度６弱の地震では、全国
で初めてとなる「南海トラフ地震臨時情報」が発表
され、さらに台風第10号による竜巻等の被害や、
10月の線状降水帯による土砂災害・浸水被害な
ど、各地で大きな被害が生じました。被災された皆
様に改めてお見舞い申し上げます。

　一方で、パリオリンピックにおける本県ゆかりの
選手の活躍や、ひなたサンマリンスタジアム宮崎
での日向坂46による「ひなたフェス2024」の開催
など、県民に元気をもたらす明るい話題も相次ぎま
した。
　また、いよいよ２年後に迫った令和９年「国民ス
ポーツ大会・全国障害者スポーツ大会」の本県開
催が正式に決定しました。今年４月に供用開始予
定の新たな陸上競技場やプールなどの施設整備
を着実に進めるとともに、気運醸成にも積極的に
取り組んでまいります。

　さらに、交通・物流網の面では、国際定期便「ソ
ウル線」の増便や「台北線」の再開が実現し、東九
州自動車道「南郷～奈留」間の新規事業化、九州
中央自動車道「平底～蔵田」間の計画段階評価の
着手、都城志布志道路の今年度中の全線開通な
ど、本県経済の更なる活性化や国内外との交流促
進につながる基盤が着 と々整ってきています。

　このほか、今年は、「大阪・関西万博」への九州
７県合同出展や、「ツール・ド・九州」の本県初開
催などが予定され、さらにリニューアルオープンす
るメディキット県民文化センターでの第30回宮崎
国際音楽祭や、若山牧水生誕140年における第
30回若山牧水賞という節目を迎えることから、本
県の魅力を国内外に発信する機会としてまいります。

　令和７年度は、県総合計画アクションプランの
折り返しの年に当たります。
　引き続き、「子ども・若者」「グリーン成長」「ス
ポーツ観光」という３つの分野で日本一を目指す
「日本一挑戦プロジェクト」を、着実に推進してま
いります。
　また、物価高騰等の影響が続く中、引き続き必
要な支援を行うとともに、「国内外との更なる交流
拡大」「時代の変化に対応した力強い産業づくり」
「安全・安心な暮らしの確保」など、本県の社会経
済活動を成長軌道に乗せ、持続可能な未来に向
けた基盤づくりを進めてまいります。

　今後とも、県民の皆様の声に真摯に耳を傾けな
がら、安心と希望、そして活力あふれる宮崎県づく
りに全力で取り組んでまいりますので、一層の御
理解と御協力をお願い申し上げます。

　本年が、宮崎県中小企業団体中央会の皆様に
とりまして希望に満ちた明るい年となりますよう、
心からお祈り申し上げまして、年頭の御挨拶といた
します。
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年頭に当たって
全国中小企業団体中央会　　会　長　森  洋

　明けましておめでとうございます。令和７年

の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上

げます。

　昨年は、元日の能登半島地震、８月の集中豪雨

等、自然災害に見舞われる年となりました。被災

者の方々には心よりお見舞い申し上げますとと

もに、全国中小企業団体中央会といたしまして

も自然災害の復旧・復興支援に引き続き全力で

取り組んで参ります。

　さて、国内経済に目を向けますと、深刻化する

人材不足、持続的な賃上げ、労務費等の価格転嫁

の遅れ、事業承継問題など、中小・小規模事業者

を取り巻く経営環境は、厳しい状況に直面して

おります。

　こうした中で、昨年１０月２４日に福井県福

井市で開催した第７６回中小企業団体全国大会

では、全国各地から中小企業団体の関係者約２

千名が参集し、

Ⅰ.中小企業・小規模事業者等の環境変化対

応、成長促進支援等の拡充

Ⅱ.中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた

労働・雇用・社会保険料対策の推進

Ⅲ.中小企業・小規模事業者の積極的な事業活

動を支える環境整備

の実現に向けて、組合関係者の皆様と共に取り

組んでいくことを決議し、その実現に向け精力

的に陳情活動を行って参りました。

　その結果、大会決議の主な要望事項が、令和６

年度補正予算等による「国民の安心・安全と持続

的な成長に向けた総合経済対策」に盛り込まれ

たところであり、その早期かつ速やかな実行に

向けて、本会においても施策の広報と活用促進

に努めております。

　地域の人口減少に加え地域課題が多様化・複

雑化することを踏まえつつ、物価高を上回る賃

上げ、デジタル化の推進、ものづくり補助金や省

力化投資補助金による生産性向上、リスキリン

グ等の「人への投資」、外国人育成就労制度・特定

技能制度への対応、事業承継・事業引継、大阪・関

西万博などの最重要事項については、連携組織

による知恵と力の結集により解決を図ることが

必要です。今年も、会員の皆様との連携を一層強

化し、伴走支援を図って参ります。

　結びに、令和７年の乙巳の年は「努力を重ね、

物事を安定させていく」といった意味合いをも

つ年とされています。本年が、中小企業組合と中

小・小規模事業者の皆様の成長へのご努力が実

を結ぶ年となりますことを心よりご祈念申し上

げまして、新年のご挨拶といたします。

令和７年元旦
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年 頭 所 感
商工中金　　宮崎支店長　山﨑  政尚

　あけましておめでとうございます。
　宮崎県中小企業団体中央会並びに会員の皆
様におかれましては、私ども商工中金に対しまし
て平素より格別のご支援、ご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。

　令和７年の新春を迎えるにあたり、所感の一
端を申し述べて年頭のご挨拶とさせていただきま
す。

　昨年は個人消費の緩やかな回復やインバウン
ド需要により経済活動が正常化に向かう一方
で、原材料・エネルギー価格の高止まりや為替
変動、金利上昇、人手不足等、国内外の経済の
先行きに不透明感が大きく高まりました。また、
産業構造の変化に伴うビジネスモデルや商流の
変革、業界再編等への適応、カーボンニュートラ
ルへの対応、自然災害に備えた事業継続計画の
策定など、中小企業の経営課題は、従前にも増し
て多様化してきています。

　私ども商工中金においては、２０２３年6月に
商工中金法の改正法案が国会において成立し、
本年6月までに施行が予定されております。改正
法では、商工中金の業務範囲が見直される一方
で、株主資格制限や特別準備金制度、危機対応
業務の責務など、必要な各種の措置は維持され
ることになっております。

　社会情勢や中小企業の経営課題が大きく変
化する中、商工中金法改正の趣旨を踏まえ、企
業理念（パーパス）である「企業の未来を支えて
いく。日本を変化につよくする。」の実現に向け、
中長期的に中小企業が直面する経営課題を踏ま
え策定した中期経営計画に基づき、より踏み込
んだサポートに取り組むこととしております。

　具体的には、主要戦略として「サービスのシフ
ト」、「差別化分野の確立」、「企業変革」を設定
し、課題解決に向けて取り組むお客さまに対して
様々な経営リソースを提供することを通じて、総
合的な課題解決力を発揮し、変化につよい企業
経営をお客さまとともに実現してまいります。

　また、こうしたビジネスモデルを支える屋台骨
として、引き続きコンプライアンス意識の定着化
や内部管理態勢の強化に取り組むとともに、ダイ
バーシティ・エクイティ＆インクルージョンの推進
に取り組み、持続可能なビジネスモデルに向けて
邁進してまいります。

　商工中金宮崎支店におきましても、地域や企
業の皆さまの変化への対応をしっかりサポートす
ることで県内中小企業の企業価値向上と地域経
済の活性化に貢献してまいります。

　「中小企業による、中小企業のための金融機
関」として、皆さまから信頼され、支持され、これ
まで以上にお役に立てるよう、役職員一同、全力
で努力を続けてまいりますので、本年も格別のご
指導とお引き立てを賜りますようお願い申し上げ
ます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈
りいたしましてご挨拶といたします。
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宮崎県中小企業団体
中央会

会　長     堀 之 内 芳 久
外役職員一同

〒880-0013
宮崎市松橋2丁目4番31号

TEL （0985）24-4278
FAX （0985）27-3672
URL http://www.himuka.or.jp

〒885-0003
都城市高木町6122番地5

TEL （0986）38-2831
FAX （0986）38-5159
URL http://mkjkk.com
E-mail info@mkjkk.com

都城貨物事業協同組合
代表理事     元 明 吉 美

〒885-1311
都城市高城町有水1941

TEL （0986）53-1022
FAX （0986）53-1022

西日本化製油脂
工業組合

代表理事     弓 削 昭 男

〒885-1311
都城市高城町有水1941

TEL （0986）53-1041
FAX （0986）53-1850

南九州畜産残渣処理
協同組合

代表理事     弓 削 昭 男

西臼杵建設
事業協同組合

〒882-1101
西臼杵郡高千穂町大字三田井86番地2

TEL （0982）72-5927
FAX （0982）72-3129

理事長     甲 斐 和 幸
外役職員一同

宮崎県石油商業組合

理事長     植 松 孝 一
〒880-0013
宮崎市松橋1丁目10番8号

TEL （0985）24-7775
FAX （0985）26-0600

明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮崎合同ガス協同組合
理事長     長 友 利 満

外役職員一同
〒880-0912
宮崎市大字赤江字飛江田782-1

TEL （0985）52-2233
FAX （0985）52-1222
URL http://www.miyago-gas.jp



外組合員一同

官公需適格組合
“ライフラインを守る”

都城管工事協同組合
MIYAKONOJO KANKOUJI BUSINESS COOPERATIVE

理事長     坂 井 真 由 美
〒885-0011
都城市下川東三丁目3238番地2

TEL （0986）24-6059  FAX （0986）21-1118
URL https://miyakonojo-kankoji.or.jp

E-mail tokann@lime.ocn.ne.jp

K B
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〒880-0843
宮崎市下原町256番地

TEL （0985）24-7388
FAX （0985）26-5512

E-mail mdkk@helen.ocn.ne.jp

宮崎県電気工事業
工業組合

理事長     安 田 耕 一

〒883-0062
日向市大字日知屋１６８４７番地の１

TEL （0982)52-6832
FAX （0982)52-3901

宮崎県細島港荷役事業
協同組合

代表理事     松 本 公 一

〒884-0006
児湯郡高鍋町大字上江6649番地102

TEL （0983）23-6100
FAX （0983）23-0349

西都児湯生コン
事業協同組合
理事長     河 野 宏 介

サウスウッド宮崎
協同組合

代表理事     久 保 泰 人

〒885-1203
都城市高城町大井手2005-9

TEL （0986）58-6112
FAX （0986）58-6113
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日南地区生コン
事業協同組合
理事長     黒 岩 直 樹

〒889-3143
日南市大字下方字元町1136番地1

TEL （0987）27-2111
FAX （0987）27-2088

サンウッド宮崎
協同組合

理事長     持 永 宏 一
〒885-0055
都城市早鈴町2040番地1

TEL （0986）22-2279
FAX （0986）22-2218

明
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〒880-0121
宮崎市大字島之内10211番地9

TEL （0985）39-9639
FAX （0985）39-9621

URL https://www.mspa.or.jp/kumiai/
E-mail kumiai@mspa.or.jp

宮崎県測量設計
事業協同組合
理事長     前 田 慎 介

都城地区プレカット
事業協同組合

〒885-1105
都城市丸谷町4708番地1

TEL （0986）36-0755
FAX （0986）36-0757

理事長     木 脇 章 太 郎

〒880-0803
宮崎市旭1丁目2番2号

TEL （0985）26-9791
FAX （0985）71-3401

E-mail miyazakidenkikanri@gmail.com
自家用電気工作物の[保安管理]は当協会へ！

協同組合
宮崎県電気管理企業協会

代表理事     本 田  博
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宮崎県解体工事業協同組合
理事長     井 上 康 典
〒880-0044
宮崎市大字瓜生野2390番地

TEL （0985）41-1237
FAX （0985）41-1237

URL https://www.m-kaitai.com
E-mail miyazaki.kaitaikumiai1980@gmail.com

広
　
告

〒888-0011
串間市寺里1丁目5番地4

TEL （0987）72-6661
FAX （0987）72-6658

串間地区生コン
事業協同組合

代表理事     村 中 弘 行
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宮崎県ビルメンテナンス
事業協同組合
理事長     二 宮  渉

外役職員一同

〒880-0902
宮崎市大淀3丁目5番18号 南宮崎駅前ビル2号館201号

TEL （0985）54-8893
FAX （0985）51-4080

赤帽宮崎県軽自動車運送
協同組合

代表理事     吉 岡 和 則
〒880-0826
宮崎市波島1丁目731番地2号

TEL （0985）23-2311
FAX （0985）23-2328

URL https://miyazaki.akabou.jp
E-mail miyazaki@akabou.jp
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宮崎市青果仲卸
協同組合

理事長     伊 東 光 春
外組合員一同

〒880-0834
宮崎市新別府町雀田1185番地

TEL （0985）28-7618
FAX （0985）28-7619

宮崎県管工事
協同組合連合会
理事長     田 上 満 則
〒880-0014
宮崎市鶴島3丁目175の1 宮崎水道会館2階

TEL （0985）29-6646
FAX （0985）29-6657

E-mail miyakanren@carrot.ocn.ne.jp

外役職員一同

企業サポート協同組合
代表理事     久 木 留  寛

〒880-0802
宮崎市別府町2-5 コスモ別府ビル501号

TEL （0985）60-7730
FAX （0985）60-7724

URL https://kigyo-sp.com/

TEL （0986）38-0998
FAX （0986）38-1824

都城地区生コンクリート
協同組合

〒885-0004
都城市都北町5910番地

代表理事     戸 高  望

C H U O K A I  D A Y O R I  J a n u a r y  2 0 2 5

宮崎青果小売商業
協同組合

理事長     梶 田 徹 太 郎
〒880-0834
宮崎市新別府町雀田1185番地

TEL （0985）29-1120
FAX （0985）29-9467

耳川林業事業協同組合
理事長     平 野 浩 二
〒883-0105
日向市東郷町山陰字長迫１３４４番地

TEL （0982）69-2341
FAX （0982）69-2808
URL https://coop.mimirin.jp/
E-mal  mimirin@tea.ocn.ne.jp

宮崎県砕石事業
協同組合連合会
会　長     井 手 徳 康

外役職員一同

〒880-0024
宮崎市祇園3丁目1番地

TEL （0985）24-0823
FAX （0985）27-9277

明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



広
　
告

9

宮崎県板金工業組合

理事長     河 野 清 見
〒880-0912
宮崎市大字赤江字飛江田1350番地4

TEL （0985）53-0392
FAX （0985）53-0392

E-mail miyazakikenban@iaa.itkeeper.ne.jp

清栄鉄工センター
事業協同組合

代表理事     富 永 明 彦
〒889-0507
延岡市旭ヶ丘8955番地

TEL （0982)37-2116
FAX （0982)37-0223

E-mail spsp9869@tea.ocn.ne.jp

宮崎地区建設協同組合

〒880-0802
宮崎市別府町2番12号

TEL （0985）24-7811
FAX （0985）27-1930

代表理事     本 部 喜 好
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都城地区解体工事
協同組合

〒885-0024
都城市北原町1654番地1 株式会社都城建設会館内

TEL （0986）22-1991
FAX （0986）22-1992

代表理事     長 友 俊 美

都北地区建設
事業協同組合

代表理事     堀 之 内 芳 久

〒885-0024
都城市北原町1654-1番地 都城建設会館内

TEL （0986）24-6269
FAX （0986）22-1992

宮崎安全施設
事業協同組合

〒880-0021
宮崎市清水1丁目12番6号 日高ビル1階

TEL （0985）35-3789
FAX （0985）29-2033

理事長     迎  敦 雄

宮崎県産業廃棄物
再生事業協同組合
理事長     小 垣 敏 輝
〒880-0121
宮崎市大字島之内字堀内２９３２番地

TEL （0985）39-2261
FAX （0985）39-2263

URL　https://www.miyazakisanpai.com



オフィスシステム
協同組合

代表理事     早 川 麻 耶

〒880-0817
宮崎市江平東町10番地6

TEL （0985）78-2630
FAX （0985）61-4588

都城造園協同組合
代表理事     石 川 伸 一
〒885-0083
都城市都島町155番地3

TEL （0986）23-5383
FAX （0986）23-5566

E-mail zouen-myk@ec3.technowave.ne.jp

宮崎県精麦工業
協同組合

理事長     土 持 寿 翁
〒885-0084
都城市五十町1410番地1号 土持産業株式会社内

TEL （0986）23-6211
FAX （0986）23-6114

E-mail miyazakiseibaku@citrus.ocn.ne.jp

〒880-2213
宮崎市高岡町上倉永2515番地

TEL （0985）82-0331
FAX （0985）82-0321

URL http://www.Lumber-Miyazaki.jp
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宮崎県自動車代行
事業協同組合
理事長     江 本 英 史
〒880-0012
宮崎市末広1丁目9番5号

TEL （0985）28-2585
FAX （0985）32-1554

宮崎地区国有林
事業協同組合

代表理事     蛯 原 俊 美

〒880-0844
宮崎市柳丸町97番地10 マンション大西第1-105号

TEL （0985）55-0901
FAX （0985）55-0902

宮崎県木材協同組合連合会
会　長     外 山 正 志

〒880-0805
宮崎市橘通東1丁目11番1号
　　　TEL （0985）24-3400
　　　FAX （0985）27-3590
URL https://www.miyazaki-mokuzai.or.jp/
E-mal  mlumber@miyazaki-mokuzai.or.jp
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全国中小企業青年中央会２０２４年度組合青年部全国講習会が開催されました
R E P O R T

　１１月１５日（金）に、全国中小企業青年中央会２０２４年度組合青年部全国講習会が、長崎市のスタジアムシ
ティホテル長崎において開催されました。
　当日は、株式会社ジャパネットホールディングス取締役の岩下英樹氏から「民間主導のスポーツ・地域創生への
チャレンジ」をテーマに、株式会社ジャパネットホールディングスが取り組む地域創生の取組について、次いで和
倉温泉旅館協同組合青年部部長の奥田一博氏から「青年組織にもとめられること～震災時の対応など～」をテー
マに、能登半島地震の被害状況や復興に向けた様々な取組について講演いただきました。
　その後、他の青年団体との連携事例について各県中央会青年部より発表があり、参加者は青年団体間の連携
の重要性について認識を深めました。

宮崎県食品産業協議会が海外視察研修でタイ（バンコク）を訪問しました
R E P O R T

　11月18日(月)から11月21日(木)にかけて、宮崎県食品産業協議会が海外視察研修を実施し、タイのバンコクを
訪問しました。
　１日目は、ジェトロバンコク事務所でブリーフィングを行い、その後バンコク市内の日系スーパー等を視察しま
した。
　２日目は、バンコク郊外カオヤイにある「ハーモニーライフオーガニック農園」を訪問し、代表取締役社長の大賀
昌氏に農園を案内していただきながら、タイへ移住したきっかけから現在の取組みについてお話を伺いました。
　大賀氏はタイに移住する前は医療用具製造販売会社に勤務しており、38歳のときにタイ法人の責任者になり
43歳までこの会社でタイに駐在。40歳を過ぎたころから癌など病気の急増の原因は食べ物ではないかと「食」に
ついて考えるようになるとともに、農業をやりたいという気持ちが強くなりました。そしてタイで農業をすることを
決意し１９９９年にハーモニーライフを創業。農業の知識が全くない中でのスタートでしたが、現在は農園のほか
にバンコク市内にレストランとオーガニック食品を販売するショップを経営しています。
　大賀氏は宮崎市の出身ということで親近感もあり、参加者は現地でタイ創業当初の苦労話やオーガニック農業
に対する熱意に刺激を受け、大変有意義な研修となりました。

▲ 会場風景 ▲ 講演会の様子

▲ ハーモニーライフオーガニック農園(左から3番目 大賀氏） ▲ ジェトロバンコク事務所

C H U O K A I  D A Y O R I  J a n u a r y  2 0 2 5



　１１月１９日（火）に、都城造園協同組合が都城市の祝吉地区公民館
および新馬場郡元通線沿にて街路樹剪定研修会を開催しました。昨年
に引き続き、株式会社九州造園の藤田良司代表取締役と青楓緑化株
式会社の岸野純一代表取締役を講師としてお招きし、景観を考慮した
街路樹剪定技術の習得や街路樹の適切な成長管理、さらに防災・減災
に資するグリーンインフラを意識した公園管理方法についても学び、
近年の災害への備えに繋げる内容となりました。
　午前中は座学で、前述の基本について学習。午後は２班に分かれ、ク
ロガネモチを用いた実技講義が行われました。参加者たちは、地域性
や行政の方針を考慮し、将来を見据えた樹木剪定技術の向上を目指
し、熱心に取り組んでいました。

1 2

▲ 研修会風景

▲ 講師：藤田氏　　 ▲ 講師：岸野氏
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都城造園協同組合が組合等経営力強化支援事業を実施しました
R E P O R T

　１１月２２日(金)に、本会研修室及びオンライン(Zoom)で令和６年度第２回外国人技能実習制度適正化講習
会を開催しました。
　外国人技能実習機構福岡事務所熊本支所認定課の西久美課長を講師にお招きし、｢最新の技能実習運用要領
の改正ポイントを反映した実習監理｣をテーマとして、令和６年４月及び１１月に一部改正されたポイントから、技
能実習計画、監理団体の許可及び優良な実習実施者及び監理団体の基準等に係る対応について解説いただきま
した。
　技能実習制度における違反事例の減少・適切な実習監理が必要とされることから、参加者の皆様は、真剣な面
持ちで聴講されていました。

令和６年度第２回外国人技能実習制度適正化講習会を開催しました
R E P O R T

で退職金。

● パートタイマーさんも
　 ご加入いただけます。

TEL（03）6907-1234　FAX（03）5955-8211

｢中退共」は中小企業のための
国の退職金制度です。

　国の退職金制度！
　掛金の一部を国が助成します。

　外部積立型でラクラク管理！ 
　管理や運用の手間がかかりません。

　掛金は全額非課税でオトク！
　節税に加え、手数料もかかりません。

● 他の退職金・企業年金制度等
　 との資産移換も可能です。

1

2

3

働く皆様に安心を。

詳しくはホームページ
をご覧ください。



　１２月６日(金)に宮崎市のホテルメリージュにおいて、第２回組合事
務局研修会を開催しました。
　今回の研修会は、第１部でシナスタジア情報設計事務所代表の小山
貴美雄 氏を招聘し、「災害時の安否確認と災害想定について」をテーマ
に講演いただきました。参加者は、J-SHISのアプリをダウンロードし、
現在地における３０年以内の震度６強の地震発生確率を確認、さらに
重ねるハザードマップを用いて洪水や津波の浸水想定を学ぶことで、災
害リスクの調べ方について理解を深めました。
　第２部では、中小企業基盤整備機構九州本部中小企業アドバイザー
の山元理 氏に「事業継続力強化計画の作成について」をテーマに講演いただきました。
　計画策定の狙いやメリットなどについて説明があり、その後、記載例を基に地震や洪水、津波といった想定され
る災害を１つ以上選定し、災害発生時の初動対応について検討、計画に落とし込んでいく旨の解説がありました。
　２名の講師による研修を通
して、災害を想定し、初動をど
のように対応するかなど「事
業継続力強化計画」の目的及
びその作成手順について理解
を深めていただきました。
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宮崎県中小企業組合士協会の研修会を開催しました
R E P O R T

　１１月２８日（木）に、宮崎県中小企業団体中央会研修室において、宮崎県中小企業組合士協会の研修会を開催
しました。
　研修会では、山下新天街商店街振興組合の理事長である興梠貴士氏より、「商店街アーケードに対する未来と
夢」というテーマで、商店街における地域活性化の可能性について御講義いただきました。参加者である中小企
業組合士の皆様は、熱い思いのこもった講義を真剣な面持ちで聴講されていました。

令和６年度第２回組合事務局研修会を開催しました　
R E P O R T

▲ 興梠理事長

▲ 研修会風景

▲ 研修風景

▲ 山元講師▲ 小山講師
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　比木神社は今から1800年前に創建された歴史ある神社です。

　神社には、西暦660年に滅亡した朝鮮半島の古代国家「百済」の王族

の一人である「福智王」をはじめとする神々が祀られています。

　拝殿の天井には、140年以上の歴史のある300枚の天井画が飾られ

ていましたが、年月を重ねることで色あせや痛みも激しくなったことか

ら、「令和の天井画」を製作しようと、令和4年12月に町民有志がプロ

ジェクトを設立。全国各地から描き手を募集し、令和5年12月に天井画

を一新しました。新しくなった300枚の色鮮やかな天井画が参拝客を愉

しませています。

　時代は変わっても、伝統を守る人々の思いと情熱は変わりません。また、令和７年２月１日には、比木神社をスタートとする

「九州オルレフェア　宮崎・小丸川コース」を開催します。コース各地で地域の方の心のこもったおもてなしで参加者の皆さん

をおもてなしします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木城町提供）

表紙紹介

ほっとひと息
都城電気工事業協同組合　

理事 飯山 勘七郎

　電気屋と呼ばれて、数十年。お願いしなくても、歳
は取る。仕事がら修理の依頼が夜の２３時位に舞い
込む事もあるが、旨い酒をたしなみすぎた時以外は、
ほとんど断らない。自分を奮い立たせるもの、それは
欲（金だ）。と同時に電気屋としてのライフラインを守
るというささやかな使命感に燃えてくるからだ。
　時として現地に行き着くのに1時間半位掛かる場
合もある。住所と名前を聞き、ナビを頼りに向かうが
土地勘のない所では、同じところを何回も行ったり
来たり、ナビに騙されることもある。「たどり着けませ
ん」と言って投げ出したくなる時もあるが、電気屋を
やっていてよかったなあ。と嬉しさを噛み締める瞬
間があった。
　玄関に小学1年生位の男の子が立って小生を待っ
ているのが見えた。家の中は真っ暗でロウソクか懐
中電灯の光が見える。男の子が「お母さん、電気屋
さんが来た!来た!」と言ってニコニコと大きな声で叫
んだ。その瞬間、小生も純粋に男の子同様に嬉しさ

が爆発した。早速、問診をし、これでおおよその見当
が付き、原因もつかめ改修が完了した。「直りまし
た。電気を点けます。」と伝え、電気が点いた瞬間、
男の子が「電気が点いた！点いた！」とまた大きな声
で叫んだ。「良かったねー。嬉しいね」とお母さんと
二人で話しているのを聞いて、小生のこれまでの長
いだけの経験と勘と下手くそな技術で人を喜ばせら
れたことに、伊達に歳をとっちょらんど！と遠慮がち
に言える自分がいた。
　代金をいただいた後の帰りぎわに男の子が、お茶
やお菓子や大好きなビヤーを持ってきてくれた。仕
事ですからと一度は断わったが、感謝の気持ちだろ
うと受け取った。面の皮もだいぶ厚くなりわがままや
甘さや辛さも少々分かるそんな自分が歳を取りなが
らのさばっているようだ。しかしながら長いだけの経
験と勘と下手くそな技術ではあるが、人の為になる
人間をめざしてこれからも電気屋で生きていくぞ。
（宮崎県中小企業組合事務局連絡協議会　会員）

比木神社の天井画

組合事務局連絡協議会第３回研修会

開 催 日：令和７年２月１４日（金）
開催場所：宮崎市「ひまわり荘」

中央会正副会長会・理事会・新春交流会

開 催 日：令和７年１月２１日（火）
開催場所：宮崎市「ニューウェルシティ宮崎」

宮崎県中央会第70回通常総会・創立70周年記念式典

開 催 日：令和７年５月２９日（木）
開催場所：宮崎市「宮崎観光ホテル」

※記念講演会 講師：マラソン元日本代表 谷口浩美氏を予定

組合事務局連絡協議会第４回研修会

開 催 日：令和７年３月７日（金）
開催場所：延岡市「中小企業振興センター」

中央会行事予定
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木材・木製品
　製材業　火災保険や電気代など全て上がってきている。コストが上がっているが、販売価格に価格転嫁が出来ない状況である。

　製材業（プレカット）　１１月の生産坪数は、先月からすると減少かつ前年比では８１％と相変わらずの低水準、やはり今期は、秋需

といわれる繁忙期がない状況で推移することが確実となりそうである。ただ仕事の内容としては、年度末に向けて非住宅の需要が見

込まれ、全体が低迷している中でのいくらかでも穴埋めになってくれることが期待できそうである。建設関係者によると、低迷の要因

となっている建築資材価格の高騰について、大きな割合となっている建材や住設は未だ値上げの話があるそうで、この状況の先行き

は当面の間は見通せないとの話ぶりである。

　製材業（プレカット）　９月にプレカットラインを一部入替えし、加工の正確性と加工スピードを高め、これまでの手加工が機械でほ

ぼ出来るようになった。設備当初は不具合の調整などで稼働率が上らなかったが、１０月後半からようやくスムーズに稼働している。

加工物件の受注は１０月になって少し上向きで、１２月までは見込める状態になっている。ただ、年明けの受注はまだ不透明である。

　木製品製造業　原材料、人件費、その他の経費などすべて上昇し、物価の高騰で需要も停滞。中小企業にとっては厳しい状況である。

印　刷
　印刷・同関連業　需要の停滞が深刻だ。経費は上昇して仕事量が少ないので、いくら工夫をしても追いつかないのが現状である。

印刷業界は厳しい。

　印刷・同関連業　年末に向けて、どの事業所でも慌ただしくなっているところだと思う。今年は郵便料金の値上げが原因だと思うが、

年賀状離れが例年以上に顕著になっている。ただ、年賀状を主力商品にしているところはほぼないので、大きな影響はでないと思わ

れる。

窯業・土石製品
　窯業・土石製品製造業　 １１月出荷数量昨年同月比１０１％、今年度累計出荷量では昨年対比１０４％となった。全国的な海砂不足に

より、来年４月からの砂代値上要請が相次いでいる。同時期のセメント値上要請もあり、原材料高騰への対策として、来年度単価値上げ

を決定した。

　窯業・土石製品製造業　 繰越し物件の出荷が１０月末で終わり、官民とも新規大口の物件がない。これから年度末に向けて非常に不

安である。今後の官公需の発注状況を注視していきたい。昨年対比の出荷は５９.８％であった。

情報連絡員 30名　/　回答者数　30名

ＤＩ値は、前月と比較して、売上高は３ポイント低下、収益状況は不変、業界景況
は３ポイント低下となった。

情報連絡員報告
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売 上 高項目業種

製
造
業

非
製
造
業

食 料 品

木材・木製品

出版・印刷

窯業・土石

鉄鋼・金属

卸 売

小 売

商 店 街

サ ー ビ ス

建 設

運 輸

30以上 10～30未満 -10～10未満 -30～-10未満 -30未満

売
上
高

収
益
状
況

業
界
景
況

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11（月）10

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11（月）10

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11（月）10

15
25

5
-5
-15
-25
-35
-45

-65
-55

10
0

-10
-20
-30
-40
-50
-60

5
-5
-15
-25

-45
-55
-65
-75

-35

収益状況 業界景況

※網掛けについては、特に悪化した項目   ※ＤI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×100

-13

3

-3 -6

-26 -26
-36 -36

-23 -23 -16

-33 -33
-43 -40

-10

-26

-20

-33-36 -36 -36
-46 -46-40 -40 -43

-30

-23 -20 -20
-26 -26

-16 -16 -16



1 6C H U O K A I  D A Y O R I  J a n u a r y  2 0 2 5

小　売　業

「中央会だより」では、県内中小企業組合の皆様の活動をPRするため、イベント情報や各種研修会・講習会等の開催情報を募集して
おります。お申込み・御相談をいただければ、当会より取材にお伺いします。

中央会だよりに関するお問合せ

宮崎県中小企業団体中央会 [発行人] 堀之内 芳久　[編集人] 野口 和彦
[TEL] 0985-24-4278　[FAX]0985-27-3672
[URL] http://www.himuka.or.jp　[E-mail] info@himuka.or.jp〒880-0013 宮崎市松橋2丁目4番31号 宮崎県中小企業会館3Ｆ

商　店　街
　宮崎市　山形屋デパート開催の北海道物産展で１１月はまずまずの人出であったが、常在人の販売増には繋がらなかった。

　都城市　気温が急激に下がり寒くなると客足が鈍くなるが、中心市街地で毎年恒例のイルミネーションが今年も開催されている。特定の

場所限定で力を入れて開催され、夕方から夜遅くまで多くの見物客が往来している。しかし、イルミネーション付近だけで回遊し、近くの商

店街までは波及効果は薄いようだ。もう少しエリアを拡大するなどの対策をしてもらえると、相乗効果が期待できるのではないかと考える。

サービス業
　観光業　秋の繁忙期となった１１月、組合員全員、病気やケガなく無事に乗り切ることができて安心している。シーズンである修学旅

行だけでなく、企画もののツアーも少しずつ回復の兆しをみせており、今後の増加を期待している。お客様に九州を旅して良い思い出を

作っていただける様、全組合員一丸となって業務を行えたと思う。

　自動車整備業　車検入庫台数は前年比微減。前月は大幅減であったので少し安心した。廃業や事業縮小を考えている組合員がい

るので、それも減少の原因の一つと考えられる。

　自動車車体整備業　部品の値上がり、塗料の値上がりなどで修理金額が上がっている。

　自動車運転代行業　今月は、ゴルフ大会により県外からの来県者は上振れしたが、運転代行利用者は閑散期にあたり下振れした。前

年度は忘年会が時期を早めて開催されていたが、今年度は年末に集中しそうだ。また、鳥フルの影響が心配される。

建　設　業
　管工事業　今期の公共工事(管工事)の受注状況は堅調である。

　管工事業　資材価格の高騰、運搬費エネルギー等の高止まりに加え、人手不足などにより厳しい経営を強いられている会社もある。

運　輸　業
　軽貨物運送業　１１月は荷動き、売上げともに横ばいの状態で推移しており、小荷物宅配関係は忙しいが、２０２４問題に抵触

する可能性が高く、組合員がしたがらないのが現状である。燃料関係は依然として高止まりで推移し、組合員の経営環境は改善す

る兆しがない。毎回のことだが、組合員の高齢化、人手不足、後継者不足に苦慮しており、組合規模を縮小せざるをえないかなと

考えている。

　貨物運送業　原油価格は、アメリカ大統領が代わることにより、原油増産を推進すると思われているものの、自動車の環境規制緩

和やＥＶ購入補助金の縮小、戦略石油備蓄補充などの政策により需要を押し上げると見られていることから上昇し、それに伴い国内

市場価格も小幅に上昇する見込みであり、組合員は今後の動向に不安を抱えている。

　機械器具小売業　車不足は次第に解消されつつあり、在庫が確保できないという問題は多少の改善傾向にあると思われる。また、

台風災害により車の修理や買い替えなど、組合員の店舗はその対応で売上が上がったと思われる。

　石油販売業　需要期である灯油の販売が暖冬により低調である。また人件費高騰や人手不足問題、需要の停滞など経営に少しづ

づ影響してきている。

　LPｶﾞｽ小売販売業　１１月合成ＣＰ価格 (サウジ通告価格 )は６３０.０㌦ /㌧ (前月比＋１５.０㌦ /㌧ )。１０月ＭＢ価格 (米国産平均価

格 )＋(物流経費８７㌦ /㌧ )は４９３㌦ /ﾄﾝ(前月比＋６６㌦ /㌧ )。対顧客電信売相場 (１０月平均 )は１４４.５５円 /㌦ (前月比＋６.１４

円 /㌦ )。原油価格は中東地域の地政学的リスクを背景に上下を繰り返した。ＬＰガス価格については合成ＣＰ価格は微増だったが、Ｍ

Ｂ価格は前月比で２０％程度上昇、円安が進んだこともあり３ヶ月ぶりに上昇した。



1 7 C H U O K A I  D A Y O R I  J a n u a r y  2 0 2 5

広
　
告

テーマ
各テーマを各3回ずつ全12回

経営編（全3回）

戦略計画編（全3回）

人材組織編（全3回）

財務計数編（全3回）

～リーダーシップとマネジメント～

～戦略思考と計画力～

～組織形成と人材育成～

～計数感覚と収益構造～

事業承継・後継者育成

（詳細はTBC事務局までご連絡ください）

2024年6月より全12回を実施予定

25名

営業統括部 TBC事務局

これまで「261名」が受講した人気のセミナーです。
　県内の経営者、後継者等を対象に「次世代塾」を開催いたします。
後継者に求められる「経営力」の基本と応用、実践演習を交え
ながら学んで頂き、異業種間の交流も喜ばれています。

（毎月1回開催）

次世代塾 第10期生募集！次世代塾 第10期生募集！
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